
～共に生きる社会の実現を目指して～



１．発 足

５．役職員 １７３人（役員５人、職員１６８人）（令和４年４月１日現在）

３．所在地 群馬県高崎市寺尾町２１２０－２

４．組 織 総務企画局（３部） 施設事業局（２部） 診療所（２部）
監査室 第５期中期目標経営企画室

２．目 的 重度の知的障害者に対する自立のための先導的かつ総合的な支援
の提供、知的障害者の支援に関する調査及び研究等を行うことにより、
知的障害者の福祉の向上を図る（のぞみの園法第３条）

６．事業の概要

（１） 重度の知的障害者に対する自立のための総合施設の設置・運営
（２） 知的障害者の自立と社会参加に関する調査、研究及び情報提供
（３） 知的障害者の支援業務に従事する者の養成及び研修
（４） 障害者支援施設の求めに応じた援助及び助言
（５） 附帯業務

診療所、グループホーム、児童発達支援センター、放課後等デイサービス など

独立行政法人国立重度知的障害者総合施設のぞみの園の概要

平成１５年１０月１日 独立行政法人化
昭和４６年に設立した特殊法人心身障害者福祉協会（国立コロニーのぞみの園を運営）を解散
平成１５年１０月に独立行政法人国立重度知的障害者総合施設のぞみの園を設立



●平成２０年からの第２期中期目標期間の中期目標に明記されたことにより開始

目的
行動障害を有するなど著しく支援が困難な者の自立した生活が可能となるような
サービスモデル等を構築するとともに、他の知的障害関係施設等に対して情報提供
を行う

入所支援
養成・

研修
研究

援助・

助言

研修会、セミナー
の開催

現任研修の受入れ等

厚労科研、補助金
研究等の実施

電話・メール等
講師派遣等

著しい行動障害等を有する者への取組



• 行動関連項目１０点以上の強度行動障害者が対象(要件有り)
• 入所して問題解決に向けた支援構築の手がかりを探す（問題消失
が目標ではない）

• ３年以内で出身地へ戻ってもらう（有期限・通過型）
• 入所時から「帰る地域（事業所等）」と連携し、支援の構築を行う
• 全国が対象(現状、北海道・四国・九州は実績無し)

現状では
• 関連項目が２０点前後の利用者が中心（他害・破壊行為が激しい）
• 他者と一緒の生活（支援）が行えない人が増えている

国立のぞみの園
著しい行動障害等を有する者への

有期限入所支援



短期入所利用
開 始

目的）評価
・支援の導入
・事前情報/実際評価
・マッチング

（支援/人）
・環境変化への適応

他の効果）
・関係機関の

レスパイト
・支援の組立直し

ＯＲ

移

行

「著しい行動障害等を有する者への有期限入所支援」 事業の概要

入所前 短期入所 入所 半年 1年 1年半 2年 2年半 3年 退所後

・本人状態の整理
・環境調整

・退所先と
引継スケジュールの確認

・支援効果の評価(PDCAｻｲｸﾙ)
・自治体による協力体制の整備

・退所先の決定
・移行先環境調整
・支援効果の評価
・支援引継ぎ

相談受付）
･事業概要説明
（本人/関係者等)
･地域支援体制の確認
･利用申込(短期入所）

事前の情報整理）

❶情報共有(書面等)

ワークシート
個人調査票
評価票
（面接or映像）

❷情報共有(web会議)

受入れ準備）
事前情報に基づく
・環境整備
・特性への配慮
・スケジュール

等

（移行のための
引き継ぎ内容）

サポートブックの作成

現任研修受入／WEB強行研修実施

WEB支援会議で引継ぎ

・個別支援会議 入所後(1ヶ月/6ヶ月/1年/1年半/2年/2年半/3年)開催
参加者）本人・保護者（後見人）・自治体職員・相談・事業所職員・のぞみの園職員

地域生活体験・適時

入所調整会議

入 所 前 調 整

退所後調整
フォローアップ

・支援会議参加
・随時相談
・継続研修

(その他)

・講師派遣
（事例検討、強行研修）

・現地派遣～ｺﾝｻﾙﾃｰｼｮﾝ
（直接援助/環境調整等）

（関係者と定期的な情報共有）

アセスメント

施設入所支援
開 始

入所利用
審査会

※短期入所で
支援終了

有期限入所＝施設入所支援開始から上限３年とする通過型入所支援事業

入

所
本人状態の確認

支援の構築

新たな課題を抽出（ＰＤＣＡ）

環境調整、誤学習の修正

[入所要件]
地域で支援が困難な以下の状況にある者を対象
例示①：過食や反芻、多動、奇声、極度の拘り等が頻繁継続して家庭や地域で生活を送ることが困難な状況
例示②：自傷やかみつき、頭突き、器物損壊等の行為が頻繁、障害者施設等で他の利用者に甚だしい影響
例示③：著しい行動障害が原因で精神科病院に入院中、医療では改善の目途が立たない など



利用者の年齢・性別・入退所等の状況

援護者

N=64

令和４年８月１日現在

男
56%

女
44%

男女別 N=64

年齢層 人数

１０代 ５

２０代 38

３０代 17

４０代 ２

５０代 ２

計 64人

受入時の年齢

N=64

項目/年度 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R４ 合計

受入れ者数 １ ０ ２ １ ２ ２ ３ ４ ３ 10 10 11 10 ５ 64

移行者等数 0 0 0 １ １ ０ ３ １ １ ３ ８ ７ 10 ２ 37

年度毎の入退所者実績

北海道

青森

岩手

宮城（３）

秋田

山形（１）

福島

茨城（２）
栃木（２）群馬（１２）

埼玉（５）

千葉（１）東京（１６）

神奈川（９）

新潟（２）
富山（２）

石川

福井
山梨長野（２）岐阜（２）

静岡（１）
愛知（１）

三重
滋賀（２）
京都

大阪
兵庫

奈良

和歌山

鳥取（１）
島根 岡山

広島
山口

徳島
香川

愛媛 高知福岡
佐賀

長崎 熊本
大分

宮崎

鹿児島 沖縄

在宅
48%

病院
33%

施設等
14%

その他
5%

受入前
N=64

入所施設
73%

GH
17%

在宅
5%

その他
5%

移行先等
N=37



化粧板が全て剥がされたデイルームの壁

破壊され貫通した居室の壁
破壊されたリネン庫のドア

天板が全て剥がされた天井

旧 支援棟



支援環境

専用の建物 居住定員１０人×４棟

• 空いた建物を改築して使用（資源の有効活用）

• 破壊されにくい、個別対応が可能な住環境を整備

専任の職員で支援 (専門性の担保)

• 強行支援者養成研修・トレーニングセミナー、先進法
人での実務研修等々で職員の専門性のスキルアップ

• 毎月外部から支援の専門家を招聘し、支援の評価と
スーパーバイズを実施



8

中 庭

独り用
ユニット

3人用ユニット

6人用
ユニット

職員室



課 題

• 地域での支援についてアセスメントができない

• 待機者が多く、緊急対応が難しい

• 職員の専門性とメンタルヘルス 等々

• 全国各地に支えられる仕組み作りを進める

(国立のぞみの園へ来なくて済む仕組み作り)

ネットワークや情報共有の仕組み

支援者養成のさらなる仕組み 等々


